
 

2023年度 あいの風とやま鉄道 利用状況等 

 
2024 年 6 月 

あいの風とやま鉄道株式会社 

 

2023 年度のあいの風とやま鉄道の利用者数は全体で約 14,468 千人（前年度比 729 千人 

5.3％増）でした。 

 

１ １日当たり利用者数 

 

2023 年度の１日当たりの利用者数は、39,531 人で前年度を 1,890 人(5.0％)上回る結果となり

ました。 

 

（１） 利用者区分別の利用者数 

利用者の区分別にみると、定期券利用者が 29,088 人で、うち通勤が 13,472 人、通学が 

15,616 人となっており、定期外利用者は 10,443 人となっています。 

それぞれの前年度比は、通勤が 592 人（4.6％）の増加、通学が△74 人（△0.5％）の減少、定

期外が 1,371 人（15.1％）の増加となっています。 

 

新型コロナウィルス感染拡大前の 2019 年度との比較では、△4．4％の減少となっており、 

コロナ前の水準に近づきつつあります。 

 

   表 1  利用者数等 

※ 端数処理あり 

   

  

 区分 2023 年度 2022 年度 2019 年度 2023/2022 2023/2019 

利用者数  (千人) 14,468 13,739 15,129 5.3% △ 4.4% 

１日当たり (人/日) 39,531 37,641 41,337 5.0% △ 4.4% 

  定期利用者 29,088 28,569 30,506 1.8% △ 4.6% 

  
  

通勤 13,472 12,880 14,128 4.6% △ 4.6% 

  通学 15,616 15,690 16,379 △ 0.5% △ 4.7% 

  定期外利用者 10,443 9,072 10,830 15.1% △ 3.6% 

  
  

乗車券類 5,922 5,452 7,278 8.6% △ 18.6% 

  ＩＣカード 4,521 3,620 3,553 24.9% 27.2% 

資料 ２ 



（２）月別の利用者数 

月別の１日当たりの利用者数は、前年度比で、合計では、４月から１２月までは４％から９％台

の伸び率で推移しましたが、１月は、能登半島地震の影響により伸び率は低減しました。 

特に、定期外では、昨年５月のコロナの５類移行に伴う国内観光客やインバウンド客の増加

等により、８月は 30％を超えるなど、１２月までは高い伸び率で推移しましたが、１月は、2023 年

度中で初めて伸び率がマイナスとなりました。 

2019 年度比でみると、合計では、４月から徐々にマイナス幅が縮小してきました。 

なお、３月は、2019 年度の３月がコロナの影響が出始めていたことから、その反動で大きく増

加しています。 

図１  1 日当たり月別利用者数 （単位 人/日）     

 

 
 

 

【合計】 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

2019実績 45,339 44,298 44,101 42,177 42,396 44,262 40,864 42,515 39,850 40,891 38,131 31,361 41,337
2022実績 40,844 39,986 39,527 36,997 35,711 38,117 38,379 39,163 35,531 37,181 36,119 34,220 37,641

2023実績 42,613 41,750 41,194 39,502 39,250 41,053 40,451 41,430 38,282 37,481 36,487 34,949 39,531

2023/2019 △ 6.0% △ 5.8% △ 6.6% △ 6.3% △ 7.4% △ 7.3% △ 1.0% △ 2.6% △ 3.9% △ 8.3% △ 4.3% 11.4% △ 4.4%
2023/2022 4.3% 4.4% 4.2% 6.8% 9.9% 7.7% 5.4% 5.8% 7.7% 0.8% 1.0% 2.1% 5.0%
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【定期】 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

2019実績 32,822 32,672 33,604 31,133 28,852 32,738 31,333 32,283 28,396 30,862 28,419 23,133 30,506
2022実績 31,484 30,693 31,676 28,945 26,707 29,851 29,502 30,077 26,283 28,932 26,929 21,879 28,569

2023実績 32,089 31,221 32,179 29,497 27,308 30,351 30,178 30,814 26,991 29,379 26,554 22,629 29,088

2023/2019 △ 2.2% △ 4.4% △ 4.2% △ 5.3% △ 5.4% △ 7.3% △ 3.7% △ 4.6% △ 4.9% △ 4.8% △ 6.6% △ 2.2% △ 4.6%
2023/2022 1.9% 1.7% 1.6% 1.9% 2.3% 1.7% 2.3% 2.5% 2.7% 1.5% △ 1.4% 3.4% 1.8%
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【定期外】 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

2019実績 12,517 11,626 10,498 11,045 13,544 11,524 9,531 10,232 11,454 10,029 9,712 8,228 10,830
2022実績 9,359 9,293 7,851 8,052 9,004 8,266 8,877 9,086 9,247 8,250 9,191 12,341 9,072

2023実績 10,524 10,530 9,015 10,005 11,943 10,701 10,273 10,616 11,292 8,102 9,933 12,320 10,443

2023/2019 △ 15.9% △ 9.4% △ 14.1% △ 9.4% △ 11.8% △ 7.1% 7.8% 3.8% △ 1.4% △ 19.2% 2.3% 49.7% △ 3.6%
2023/2022 12.4% 13.3% 14.8% 24.3% 32.6% 29.5% 15.7% 16.8% 22.1% △ 1.8% 8.1% △ 0.2% 15.1%

※ 端数処理あり
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２ 駅別乗車人員、駅間通過人員等 

 

   当社線内の駅間の 1 キロ当たり通過人員数(輸送密度)は、富山駅・呉羽駅間が最も多く

16,789 人となっています。全線では、富山・高岡駅間で平均 15,000 人以上となっているほか、

高岡・石動間で 7,800 人以上、富山・黒部間で 7,600 人以上の通過人員数となっています。全

線平均では、7,361 人となっています。 

各駅の乗車人員数は、富山駅が 11,932 人、高岡駅が 5,979 人などとなっています。 

図２  駅間通過人数と運行本数   

   

表２ 駅別乗車人員数と駅間通過人員数(1 日当たり)                      (単位：人/日) 

 

※ 端数処理あり  
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３ 運賃収益 

2023 年度の運賃収入額は 2,920 百万円で、前年度比では 372 百万円（14.6%）の増加となって

います。 

利用者数の増加率（5.3％）を上回る増加となったのは、運賃単価の高い定期外利用者が増

加したこと、４月から運賃改定を実施（通勤定期 1.06 倍程度、通学定期 1.02 倍程度、普通運賃

1.06 倍程度）したことによるものです。 

【増加額 372 百万円の内訳…利用者増加分約 242 百万円、運賃改定分約 130 百万円】 

利用者内訳では、定期で通勤が 9.4％の増加、通学が 0.8％の増加、定期外で 22.4％の増加

となっています。 

ＪＲ切符の販売手数料収入も、ＪＲ線利用の増加に伴い、前年度比 41.1％の増加となってい

ます。 

2019 年度との比較では、合計で 0.2％の増加となっています。 

内訳では、定期で通勤が△1.9％の減少、通学が△2.0％の減少、定期外で 2.0％の増加とな

っています。 

 

   表３ 2023 年度 運賃収益額等                            （単位：千円） 

区  分 2023 年度 2022 年度 2019 年度 2023/2022 2023/2019 

運
賃
収
益
（
税
抜
） 

定期 

通  勤 830,370 759,102 846,835 9.4% △ 1.9% 

通  学 463,960 460,327 473,242 0.8% △ 2.0% 

計 1,294,330 1,219,430 1,320,077 6.1% △ 2.0% 

定期外 

乗車券類 952,180 814,685 1,099,490 16.9% △ 13.4% 

ＩＣカード 673,552 513,195 493,645 31.2% 36.4% 

計 1,625,732 1,327,881 1,593,136 22.4% 2.0% 

合 計 2,920,063 2,547,311 2,913,213 14.6% 0.2% 

      

ＪＲ切符販売手数料収入 37,804 26,799 43,695 41.1% △ 13.5% 

※ 端数処理あり 

 


